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人間は、周囲の出来事に関する決定を下すために、常に
目を使用している高度に視覚的な動物である。他の霊長
類と同様に前方を向いた目によって、私たちは、身体か
ら離れた多くの周囲の様相を知覚するために視覚を使用
する。光は、それが網膜の光受容体に作用する場である
目に入ってくる電磁エネルギーである。これが、神経興
奮を発生させ、そ野興奮が視覚脳の経路やネットワーク
を通じて移動して行く過程を起動する。中脳および大脳
皮質への個別の経路が、異なる視覚機能を仲介し ―  動
き、形、色、そして視覚世界の違いを示す他の特徴を感
知して表示している。その中の全てでは無いが、幾らか
は、意識に到達できる。皮質においては、数多くの識別
的な視覚領野のニューロンが、異なる種類の視覚的決定
をするために特殊化されている。 
 

目に当った光 
光は、瞳孔を通って目に入り、そして、角膜と水晶体
によって目の後方にある網膜の上に焦点を結ぶ。瞳孔
は、光の強さの変化に応じて拡大あるいは縮小するた
め、拡張したり収縮したり出来る色素を持った虹彩に
よってその周りを囲まれている。目がカメラのように
働き、周囲の世界の像を作ると想像することは当然で
はあるが、しかし、これは、幾つかの点で誤解を招き
易い喩えである。第１点は、目は常に動いていること
から、決して静止した像は存在しない。第２点として
は、もし、網膜上の像が、脳に像を送るためのもので 

 

 
 
 
 
 
あったとして、“見ること”としては、この次の像は、
他の誰か ― 脳の中にいる誰か ―  に見られることが必
要である。限りない逆行を避けるため、実際にその道筋
に沿った説明も無しで、私たちは、視覚の世界について
解釈して決定を下すために、どの様に目から来る暗号化
された情報を利用するか ― という視覚脳が解決しなけ
ればならない本当に大きな問題 に直面する。 

一度、網膜上に焦点を結んだら、１億２千５百万個の光
受容体が、あたった光に反応して微小な電位を発生する
ことにより、網膜の表面上に並べられる。これらの信号
は、シナップスを経由して網膜における細胞のネットワ
ークを通じて進み、次に、その軸策が集合して視神経を
形成している網膜神経節細胞を活性化する。これらは脳
に入り、そして、明瞭に区別された機能を有する、異な
る視覚領野に活動電位を伝える。 
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網膜 
網膜。光は、視神経の線維および細胞の網状組織（ 例
えば、双極細胞）を通じて、網膜の後部にある杆状体
や網膜錐体の領域に進む。
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人間の目。目に入った光は、後部に存在する網膜
上に、水晶体によって焦点を結ぶ。そこにある受
容体は、エネルギーを検出し、そして伝導過程に
よって、視神経を伝わって行く活動電位を発生さ
せる. 
 

 
 
 
この視覚処理の最も初期の段階については、多くのことが
知られている。最も数の多い光受容体は、杆状体と呼ばれ
ているが、それは、他のもの、網膜錐体と呼ばれる少数の
部類のもの、に比べて約１０００倍も光に対して感受性で
ある。大雑把に言うと、あなたは、夜間は杆状体によって
見て、昼間は網膜錐体で見ている。異なる波長の光に対し
て感受性の違う、三種類の網膜錐体が存在する。網膜錐体
は、単純に色彩視覚を生み出すと言うのは、過度の単純化
ではあるが ― しかし、それらは色彩に対して活発である。
もし、一つの色に過剰暴露したならば、網膜錐体の色素は
順応して、その後しばらくは、私たちの色彩認識に対する
寄与が少なくなる（実験箱、参照）。 
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